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済的側面から FIT制度を調査し FIT価格の低減をタイ、日本と比較分析した。これを基に、第 6章で
はマレーシアにおける大規模太陽光発電導入のポテンシャル分析を実施し、加えて FIT価格低減を抑
制した場合の CO2削減ポテンシャルを明らかにし、第 7章で総括と政策提言を行っている。 
本研究で得られた知見はマレーシアにおける今後の大規模太陽光発電導入拡大に向け、エネルギー
政策に大きく貢献できるものである。 






















者として査読付き原著論文 3編、査読付き国際会議論文 1編、国際会議発表 2件が発表され、博士の
学位に見合う成果が得られている。以上より、本論文は博士（工学）学位論文に値する。 
 
 
 
【最終試験の結果】 
平成３０年２月９日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻におけ
る達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
